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１．蜜蜂の飼育動向

蜜蜂飼育戸数、蜂群数 （単位：戸、千群、群／戸、千群）

 蜜蜂の飼育戸数は、平成30年以降増加傾向で推移。蜂群数は、近年横ばいで推移していたもの
の、令和５年は減少（平成25年の増加は、平成24年の法改正により、届出義務を業として蜜蜂の
飼育を行う者以外の蜜蜂の飼育を行う者にも拡大したことによるもの）。

 令和５年の蜜蜂の飼育戸数は11,416戸、蜂群数は23万７千群（１月１日時点の調査）。

蜜蜂飼育戸数等の上位10県（令和５年１月１日現在）

１

出典：畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り）
注１：飼養戸数、蜂群数、平均蜂群数は１月１日時点の数を集計した値であるが、花粉交配用蜜蜂蜂群数は年間で花粉交配に供した

蜜蜂の群数である。
注２：１蜂群とは、女王蜂１匹と約２万匹の働き蜂で構成された巣箱１箱を指す。

出典：畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り）

R５年R４年R３年R２年R元年H30年H29年H28年H27年H26年H25年H24年区 分

11,41611,27610,52910,0219,7829,5789,3959,4529,5679,3068,3125,934飼育戸数

237242224213215213213212213210204184蜂群数

20.821.521.321.322.022.222.822.422.322.524.531.1平均蜂群数

7710495848673667896116132
（参考）花粉交配用

蜜蜂蜂群数

計10位9位8位7位6位5位4位3位2位1位区 分

全国福島愛知鹿児島広島埼玉千葉岐阜神奈川静岡長野飼育戸数

11,416355359384412426432436437469596戸

1003.13.13.43.63.73.83.83.84.15.2比率（％）

全国福島岐阜埼玉千葉福岡和歌山熊本鹿児島長野沖縄蜂群数

2376.76.98.08.59.311.112.413.316.720.0千群

1002.82.93.43.63.94.75.25.67.18.4比率（％）



出典：畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り）
注：各県が１月から12月に蜜源として利用した面積として把握して

いるものを集計。
なお、一部の県では調査の中止や再開があるため、数値に連続
性がないことに留意。

２．蜂蜜の需給

蜂蜜の生産量、輸入量及び消費量 （単位：トン、％）

 蜂蜜の国内生産量は、近年横ばい傾向で推移していたが、令和４年は減少し約２千５百トン。
 生産上位５県で総生産量の約５割を生産。
 令和４年の国内消費量は約５万トンであり、自給率は約５％。
 令和４年の蜜源植物の面積は、12万ヘクタール。

蜂蜜生産量の上位10県（令和４年） （単位：トン、％）

出典：貿易統計（輸入量、輸出量)、
畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り）

出典：畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り） ２

蜜源植物の面積 （単位：千ﾍｸﾀｰﾙ）

R４年R３年R２年R元年H30年H29年H28年H27年H26年区 分

2,5272,7452,9292,9112,8262,8272,7542,8652,839生産量

47,27647,13249,34844,78844,52142,82148,44536,22237,870輸入量

30,78230,88733,82130,51831,51229,81835,46626,41128,204
うち
中国

65.165.568.568.170.869.673.272.974.5比率

203318101821332929輸出量

49,78349,84452,25947,68947,32945,62751,16639,05840,680消費量

5.15.55.66.16.06.25.47.37.0自給率

R４年R３年R２年R元年H30年H29年H28年H27年H26年区 分

31.330.834.935.735.635.531.934.939.4みかん

2.73.03.74.24.26.68.48.88.9れんげ

7.66.43.84.65.46.75.06.27.9アカシア

1.621.321.421.221.422.420.621.221.5りんご

56.655.843.751.252.060.854.964.164.6その他

99.8117.2107.5116.9118.6132.0120.8135.2142.3合 計

計10位9位8位7位6位5位4位3位2位1位
区 分

全国福岡大分静岡愛知和歌山青森長野秋田熊本北海道

2,52785.787.288.1111.4119.7149.6218.0221.1239.4378.5生産量

1003.43.53.54.44.75.98.68.79.515.0比 率



３．蜂蜜の流通

 国産蜂蜜のほぼ全てが家庭用仕向け。

 輸入蜂蜜は約60％が家庭用、約40％が業務・加工用仕向け（製菓・製パン、化粧品等）。

出典：財務省「貿易統計」、畜産振興課調べ

蜂蜜の流通（令和４年）

輸入蜂蜜

約47千３百トン

国産蜂蜜

生産量：約２千５百トン
飼養者数：11,416戸

輸入商社

約20トン

約２千４百トン

約28千４百トン

約18千９百トン

シンガポール など

業務・加工用

製菓・製パン業
惣菜製造業
飲料製造業
化粧品製造業
など

中国（65％）

カナダ（９％）

アルゼンチン（７％）

ミャンマー（３％）

など

国内流通量

約49千８百トン
（８％）

（約92％）

約１％

約99％

約60％

約40％

約５％

約95％

家庭用

３

輸出



・外国産蜂蜜の輸入価格

出典：財務省「貿易統計」
注：課税後価格は天然蜂蜜のWTO協定税率（25.5％）、TPP11税率（15.9%（１～

３月）及び12.7%（４～12月））等により算出。

・国産蜂蜜卸売価格

1,200円/㎏ ～ 2,500円/㎏

 蜂蜜の種類は、蜜源の花により分類され、例えばアカシアの花の蜜はアカシア蜜として販売
される。

 蜂蜜の色は、蜜源の花の種類によって淡黄色から黒褐色まで様々。

 価格については、国産は生産コストの違いもあり、中国産蜂蜜の数倍。

 主な輸入先は中国であり、総輸入量の約７割を占めている。

出典：（一社）日本養蜂協会からの聞き取り（令和４年）

トチの花 レンゲの花 アカシアの花

種類・色 価 格

４．蜂蜜の種類、色、価格

４

課税後
（円/kg）

CIF価格
（円/kg）

価額（億円）数量（t）令和４年

55039318647,276合 計

3512798630,782中華人民共和国

853771324,153カナダ

709579183,108アルゼンチン

28030551,637ミャンマー

1,1571,083161,478ハンガリー

ひゃっか



５．蜜蜂産品の生産量・生産額

蜂蜜以外の生産物の生産量 （単位：㎏）

蜂蜜・蜜蜂産品の生産額（令和４年）

出典：畜産振興課調べ（各都道府県からの聞き取り）

出典：畜産振興課調べ（生産量は各都道府県からの聞き取り、単価は（一社）日本養蜂協会からの聞き取り）
（※） 花粉交配用蜜蜂の単価は、いちごの花粉交配用（３～４枚の巣板を１群として使用）を参考とした。 ５

 令和４年の蜜ろうの生産量は減少し約14トン。
（蜜ろうは、ろうそく、ワックス、化粧品、クレヨン等の原料として使用される。）

 令和４年のローヤルゼリーの生産量は増加し約３トン。
（ローヤルゼリーは、健康食品や化粧品の原料として使用される。）

 蜂蜜及び蜜蜂産品の国内生産額は、推定約72億円。このうち花粉交配用蜜蜂は約21億円と
約30％を占める。

R４年R３年R２年R元年H30年H29年H28年H27年H26年H25年H24年種 類

14,01618,69922,85821,76922,88122,31623,18121,92226,03033,71325,897蜜ろう

2,8512,0832,9912,3632,4972,4192,7382,8131,5533,6823,878ﾛｰﾔﾙゼﾘｰ

生 産 額単 価生 産 量種 類

4,801百万円1,900円/㎏2,527トン蜂蜜

345百万円115,000円/㎏３トンローヤルゼリー

11百万円800円/㎏14トン蜜ろう

2,118百万円27,500円/群77千群花粉交配用蜜蜂（※）

7,275百万円合 計




